
︽
吉
岡
知
哉
先
生
業
績
目
録
︾

一

単

著

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
論︵

一
九
八
八
年

東
京
大
学
出
版
会
︶

二

共

著

民
主
主
義
思
想
の
源
流
︵
有
賀
弘
・
佐
々
木
毅
編
)

﹁
構
想
と
夢
想
の
は
ざ
ま
に
︱
︱
ル
ソ
ー
に
お
け
る
制
度
︱
︱
﹂

︵
一
九
八
六
年

東
京
大
学
出
版
会
)

モ
ダ
ー
ン
と
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ー
ン
︵
小
野
紀
明
編
)

﹁
マ
ル
ク
ス
的
批
判
︱
︱
﹃
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
﹄
を
め
ぐ
っ
て

︱
︱
﹂

︵
一
九
九
二
年

木
鐸
社
)

ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー

︱
政
治
思
想
と
文
学
︵
市
川
慎
一

編
)

﹁
理
性
の
あ
ら
ゆ
る
相
の
下
︱
︱
ル
ソ
ー
的
方
法
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂

︵
一
九
九
三
年

早
稲
田
大
学
出
版
部
)

フ
ラ
ン
ス
文
学
︵
渡
邊
守
章
・
柏
原
康
夫
・
石
井
洋
二
郎
編
)

﹁
�

啓
蒙
思
想
と
文
学
︵
�
︶
︱
︱
﹁
光
の
世
紀
﹂
の
文
学
﹂

︵
二
〇
〇
三
年

放
送
大
学
教
育
振
興
会
)

ル
ソ
ー
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
︵
桑
瀬
章
二
郎
編
)

﹁
第
�
章

政
治
制
度
と
政
治
︱
﹃
社
会
契
約
論
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂

︵
二
〇
一
〇
年

世
界
思
想
社
)

三

論

文

一
九
八
〇
年

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
に
関
す
る
一
考
察

︱
批
判
の
精
神
と
理
論
構
成

の
特
質
︵
�
︶

國
家
學
會
雑
誌
第
九
三
巻
五
・
六
号

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
に
関
す
る
一
考
察

︱
批
判
の
精
神
と
理
論
構
成

の
特
質
︵
�
︶

國
家
學
會
雑
誌
第
九
三
巻
七
・
八
号

一
九
八
一
年

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
に
関
す
る
一
考
察

︱
批
判
の
精
神
と
理
論
構
成

の
特
質
︵
�
完
︶

國
家
學
會
雑
誌
第
九
四
巻
五
・
六
号

一
九
八
三
年

宗
教
批
判
の
構
図

︱
試
論
・
ル
ソ
ー
に
お
け
る
宗
教
︱

立
教
法
学
二
一
号

一
九
九
〇
年

ル
ソ
ー
と
政
治

︱
“E
C
O
N
O
M
IE
P
O
L
IT
IQ
U
E
”を
め
ぐ
っ
て
︱

立
教
法
学
三
四
号

6



一
九
九
二
年

ル
ソ
ー

︱
狂
人
た
ち
の
た
だ
な
か
で
︱

政
治
思
想
史
に
お
け
る
平
和
の
問
題
︵
年
報
政
治
学
四
三
巻
︶

︵
日
本
政
治
学
会
編
)

一
九
九
五
年

ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
思
想
に
お
け
る
国
家
と

家
族

立
教
法
学
四
二
号

一
九
九
九
年

﹁
バ
ジ
リ
ア
ー
ド
﹂
試
論

︱
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
ユ
ー
ト
ピ

ア
︱

立
教
法
学
五
二
号

二
〇
〇
二
年

ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
国
家
と
宗
教

立
教
法
学
六
一
号

二
〇
〇
九
年

﹁
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
革
命
﹂
に
お
け
る
政
治
と
宗
教

立
教
法
学
七
六
号

エ
ミ
ー
ル
と
そ
ら
豆

思
想
一
〇
二
七
号
︵
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
問
題
の
現
在

︱
︱
作
品
の
臨
界
を
め
ぐ
っ
て
)

四

討
論
・
報
告
・
座
談
会

一
九
九
七
年

国
家
と
宗
教
研
究
会
よ
り

社
会
契
約
説
と
宗
教

東
洋
学
術
研
究
第
三
六
巻
第
一
号

一
九
九
九
年

政
治
と
宗
教
研
究
会
よ
り

宗
教
組
織
と
政
治
参
加

東
洋
学
術
研
究
第
三
八
巻
第
二
号

二
〇
〇
〇
年

座
談
会

法
学
部
の
現
在
︑
そ
し
て
未
来
︵
井
上
治
典
︑
髙
橋
信
隆
︑

吉
岡
知
哉
︑
西
尾
洋
介
︑
武
藤
祥
︑
福
江
真
理
子
︑
西
川
夏
子
︑

福
田
佳
子
︑
菅
原
淳
一
)

法
学
周
辺
二
七
号

二
〇
〇
四
年

政
治
と
宗
教
研
究
会
よ
り

啓
蒙
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
と
政
治

東
洋
学
術
研
究
第
四
三
巻
第
二
号

二
〇
〇
九
年

座
談
会

ル
ソ
ー
の
不
在
︑
ル
ソ
ー
の
可
能
性
︵
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ

ク
・
ル
ソ
ー
問
題
の
現
在

︱
作
品
の
臨
界
を
め
ぐ
っ
て
︶︵
桑

瀬
章
二
郎
︑
坂
倉
裕
治
︑
吉
岡
知
哉
)

思
想
一
〇
二
七
号

名
誉
教
授

座
談
会
︵
野
村
浩
一
︑
所
一
彦
︑
栗
原
彬
︑
淡
路
剛
久
︑

吉
岡
知
哉
︑
髙
橋
信
隆
︑
松
田
宏
一
郎
︑
神
橋
一
彦
)

立
教
大
学
法
学
部
の
五
〇
年

一
九
五
九
-
二
〇
〇
九
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二
〇
一
二
年

﹁
近
代
化
と
宗
教
﹂
研
究
会
よ
り

宗
教
か
ら
国
家
ヘ

︱
︱
︱
信
仰

箇
条
と
し
て
の
近
代
政
治
原
理

東
洋
学
術
研
究
第
五
一
巻
第
一
号

五

書

評

一
九
七
八
年

紹
介

ド
ゥ
ニ
ー
ズ
・
ル
デ
ュ
ク
＝
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
著
﹁
ジ
ャ
ン
＝
ジ

ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
と
古
典
古
代
の
神
話
﹂︵
D
en
ise
L
ed
u
c-

F
ay
ette,Jean
-Jacqu
es
R
ou
sseau
et
le
m
yth
e
d
e
l’an
tiqu
ite,

1974︶

國
家
學
會
雑
誌
第
九
一
巻
第
七
・
八
号

一
九
八
〇
年

学
界
展
望

B
erk
i,R
.N
.:T
h
e
H
istory
of
P
olitical
T
h
ou
g
h
t︱
A

S
h
ort
In
trod
u
ction
,1977國

家
學
會
雑
誌
第
九
三
巻
第
七
・
八
号

一
九
八
六
年

政
治
的
夢
想
の
不
幸
に
つ
い
て

小
野
紀
明
﹁
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主

義
の
政
治
思
想
﹂

思
想
七
四
四
号

一
九
九
一
年

書
評

決
し
て
死
な
な
い
た
め
に
闘
う

︱
ギ
ー
・
ド
・
ロ
ス
チ
ャ
イ

ル
ド
﹃
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
自
伝
﹄

週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
九
一
年
二
月
五
日
号

一
九
九
二
年

書
評

ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
﹃
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
教
会
﹄

週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
九
二
年
九
月
八
日
号

一
九
九
四
年

書
評

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｅ
・
コ
ノ
リ
ー
﹃
政
治
理
論
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ

ー
﹄

週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
九
四
年
三
月
一
日
号

書
評

樋
口
陽
一
﹃
近
代
国
民
国
家
の
憲
法
構
造
﹄

週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
九
四
年
九
月
一
三
日
号

二
〇
〇
〇
年

書

評

Joh
n
son
K
en
t
W
rig
h
t,
A

C
lassical
R
ep
u
b
lican
in

E
ig
h
teen
th
-C
en
tu
ry
F
ran
ce:
T
h
e
P
olitical
T
h
ou
g
h
t
of

M
ab
ly

日
本

世
紀
学
会
年
報
第
一
五
号

18

二
〇
〇
二
年

書
評

秩
序
と
革
命
︱
︱
ル
ソ
ー
を
め
ぐ
る
二
つ
の
著
作
︱
︱

政
治
思
想
研
究
第
二
号
︵
政
治
思
想
学
会
編
)

六

事
典
等
の
項
目

一
九
八
四
～
一
九
八
五
年

﹁
一
般
意
志
﹂
ほ
か
一
二
項
目

平
凡
社

大
百
科
事
典
︵
平
凡
社
)
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一
九
八
八
年

﹁
キ
ヴ
ィ
タ
ス
﹂
ほ
か
五
項
目

社
会
学
事
典
︵
弘
文
堂
)

二
〇
〇
八
年

﹁
ル
ソ
ー
﹂
の
項
目

岩
波
社
会
思
想
事
典
︵
今
村
仁
司
・
三
島
憲
一
・
川
崎
修
編
︑
岩

波
書
店
)

二
〇
一
四
年

﹁
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
﹂
の
項
目

西
洋
政
治
思
想
資
料
集
︵
杉
田
敦
・
川
崎
修
編
︑
法
政
大
学
出
版

局
︶

七

そ
の
他

一
九
八
五
年

﹁
来
れ
﹂
と
言
ふ
を
聞
け
り

﹁
ペ
イ
ル
ラ
イ
ダ
ー
﹂
を
め
ぐ
っ
て

季
刊
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
二
号

一
九
八
七
年

声
と
現
象

あ
る
い
は
反
時
代
的
な
慎
ま
し
さ

﹁
ハ
ー
ト
ブ
レ
イ
ク
リ

ッ
ジ
﹂
に
よ
せ
て

季
刊
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
七
号

一
九
八
八
年

闇
の
向
こ
う
側
へ

ニ
コ
ラ
ス
・
レ
イ
の
﹁
夜
の
人
々
﹂

季
刊
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
一
一
号

三
本
の
フ
ィ
ル
ム
︑
三
人
の
ボ
ガ
ー
ト

季
刊
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
一
四
号

解
説﹃

福
田
歓
一
著
作
集

第
六
巻
﹁
ル
ソ
ー
・
ル
ソ
ー
を
巡
っ
て
﹂﹄

岩
波
書
店

︵
そ
の
後
︑
福
田
歓
一
﹃
ル
ソ
ー
﹄︵
岩
波
現
代
文
庫

二
〇
一
二

年
︶
に
所
収
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
若
干
の
加
筆
)

一
九
九
〇
年

︿
異
邦
人
﹀
ル
ソ
ー

青
淵
︵
渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
︶

言
葉
の
う
え
で
国
家
を
建
て
る

学
士
會
会
報
七
八
六
号

一
九
九
一
年

ゼ
ミ
や
基
礎
文
に
積
極
的
に
参
加
す
る
た
め
に
ま
ず
テ
ク
ス
ト
を
き
ち

ん
と
読
ん
で
み
よ
う

法
学
周
辺
一
九
号

一
九
九
三
年

夭
折
し
た
三
人
の
映
画
作
家
の
遺
作

法
学
周
辺
二
〇
号

私
の
採
点
法

︱
欧
州
政
治
思
想
史

法
学
周
辺
二
〇
号

一
九
九
七
年

パ
リ
の
値
段

︱
食
品
篇
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法
学
周
辺
二
四
号

二
〇
〇
七
年

職
業
映
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

︱
ハ
ワ
ー
ド
・
ホ
ー
ク
ス
﹃
コ
ン
ド

ル
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱

法
学
周
辺
三
五
号

二
〇
一
二
年

考
え
る
こ
と
の
復
権
の
た
め
に科

学
五
月
号
︵
放
射
能
汚
染
下
の
信
頼
)
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